
　
　
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
と
市
が
判
断
し
た
場
合
、

事
業
計
画
の
是
正
を
求
め
る
。

　
　開
発
行
為
前
の
住
民
説
明

は
、
総
代
に
行
え
ば
事
足
り
る

も
の
な
の
か
、
地
域
住
民
全
て

に
周
知
す
べ
き
も
の
な
の
か
。

　
　
開
発
行
為
の
内
容
を
事

前
に
総
代
に
知
ら
せ
、
そ
の

事
業
内
容
を
ど
こ
ま
で
の
住

民
へ
周
知
し
た
ら
い
い
か
を
、

方
法
も
含
め
て
総
代
に
判
断

し
て
も
ら
う
。

対
応
す
べ
き
と
判
断
し
た
。

　
　申
請
内
容
は
。

　
　
主
に
、
道
路
、
排
水
、

保
管
方
法
、
環
境
保
全
に
関

す
る
施
設
の
構
造
や
安
全
面

に
配
慮
し
た
技
術
的
な
基
準

だ
。
規
則
で
定
め
る
行
為
を

計
画
す
る
事
業
者
は
、
技
術

基
準
に
適
合
す
る
行
為
で
あ

る
こ
と
を
市
へ
申
し
出
る
必

要
が
あ
る
。

　
　

　
　市
か
ら
の
指
導
の
具
体
的

な
内
容
は
。

 

地
域
住
民
が
知
ら
な
い
う
ち

に
資
材
置
き
場
や
廃
棄
物
置

き
場
が
で
き
る
こ
と
が
頻
発

し
、
愛
西
市
で
は
平
成
28
年

に
こ
の
条
例
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
条
例
で
は
建

物
が
な
い
開
発
に
は
適
用
で

き
な
い
た
め
、
改
正
し
強
化

さ
れ
ま
す
。

　
　新
た
に
適
用
と
な
る
開
発

行
為
は
。

　
　
野
天
作
業
場
等
を
設
置

す
る
行
為
で
、
具
体
的
に
は

自
動
車
再
利
用
関
連
、
再
生

資
源
物
関
連
、
土
砂
の
一
時

堆
積
、
資
材
置
場
等
が
該
当

す
る
。

　
　条
例
改
正
に
至
っ
た
理
由

は
。

　
　
野
天
作
業
場
が
、
近
年

大
変
増
え
て
い
る
。
周
辺
の

生
活
環
境
に
影
響
が
あ
る
事

例
も
見
受
け
ら
れ
、
早
急
に

　
　建
設
費
の
収
支
は
。

　
　
工
事
請
負
契
約
金
額
は

４
億
8
3
6
7
万
円
。
歳
入

は
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

を
予
定
し
て
い
る
が
金
額
は

未
確
定
だ
。
工
事
請
負
金
額

か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
充
当

分
を
差
し
引
い
た
額
の
95
％

を
起
債
と
し
、
残
額
を
公
共

事
業
整
備
基
金
を
活
用
す
る

予
定
だ
。

　
　維
持
管
理
費
は
。

　
　今
積
算
し
て
い
る
の
で
、

概
算
に
つ
い
て
も
答
え
ら
れ

な
い
。

　
　社
会
福
祉
協
議
会
と
の
関

係
は
。

　
　
現
在
、
障
害
児
相
談
支

援
事
業
は
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
て
い
る
。
セ
ン

タ
ー
開
所
後
は
、
セ
ン
タ
ー

内
で
障
が
い
児
・
障
が
い
者

を
対
象
と
し
た
相
談
業
務
を

委
託
す
る
予
定
だ
。

　
　

　
　通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

な
い
人
や
、
公
共
交
通
機
関
が

苦
手
な
子
ど
も
も
あ
る
。
交
通

手
段
の
確
保
は

　
　
今
後
の
課
題
だ
。

 

計
画
当
初
は
、
子
ど
も
だ
け

の
施
設
計
画
で
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
さ
ん
と
の
懇
談
な

ど
を
経
て
、
成
人
も
利
用
で

き
る
施
設
が
石
田
町
に
開
設

し
ま
す
。

　
　年
度
途
中
の
開
設
と
な
る

が
、
工
夫
は
。

　
　
見
学
会
な
ど
を
行
い
、

慣
れ
て
も
ら
う
機
会
を
作
る
。

　
児
童
発
達
支
援
事
業
で
は
、

4
月
か
ら
前
倒
し
で
単
独
通

園
の
時
間
の
延
長
な
ど
生
活

リ
ズ
ム
の
変
化
を
最
小
限
に

抑
え
る
工
夫
を
す
る
。

　
　専
門
家
の
配
置
は
。

　
　児
童
発
達
支
援
事
業
に

は
、
保
育
士
や
児
童
指
導
員
。

　
地
域
支
援
・
相
談
支
援
等

の
事
業
に
は
、
教
員
・
心
理

士
・
相
談
員
の
有
資
格
者
を

予
定
し
て
い
る
。

※審議結果の「可」は可決、「不」は不採択、「否」は否決です。その他の議案は全員賛成。「議」は議長のため、採決に加わっておりません。

QQ AA

QA

QQ

Q

A

AA

QQ AA

QA

QQ AA

愛
西
市
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
、

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

農
地
を
守
り
、農
業
発
展

の
た
め
、開
発
行
為
に

関
す
る
条
例
を

改
正
し
ま
す

議
案
質
疑

審議結果

　
短
時
間
で
集
中
的
に
雨
が

降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
が
叫
ば

れ
る
今
、
議
長
か
ら
諮
問
を

受
け
た
「
災
害
時
に
お
け
る

議
員
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
議
会
活
性
化
協
議
会
で
協

議
を
重
ね
、
令
和
３
年
12
月

17
日
議
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　
協
議
会
で
は
、
新
聞
記
事

か
ら
近
年
の
記
録
的
豪
雨
災

害
に
つ
い
て
災
害
の
変
化
を

認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

災
害
対
策
基
本
法
や
市
の
災

害
対
応
つ
い
て
講
師
を
招
き

研
修
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
過
去
に
市
で
起

こ
っ
た
風
水
害
の
「
伊
勢
湾

台
風
」
と
「
目
比
川
決
壊
時

の
豪
雨
」
に
つ
い
て
写
真
や

資
料
、
体
験
談
か
ら
学
び
、

実
際
対
応
す
べ
き
議
員
の
行

動
や
心
構
え
、
議
会
の
連
絡

体
制
な
ど
協
議
し
ま
し
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
議
員

▲野天作業場の例

▲発達支援センターイメージ図

▲議員に配付された
　ポケットマニュアル

◆
◆
推

　薦
◆
◆

　
今
定
例
会
で
次
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
へ
の
意
見
書

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
支
援
を
求
め
る
意

見
書 ◆

◆
意
見
書
◆
◆

　
市
の
推
薦
を
適
任
と
し
ま
し

た
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　加
藤
信
行
氏
（
高
畑
町
）

　三
宅
明
彦
氏
（
須
依
町
）

　
山
田
雄
司
氏
（
西
川
端
町
）

　山
田
彰
子
氏
（
鰯
江
町
）

　真
野
一
恵
氏
（
須
依
町
）

　若
山
壽
雄
氏
（
見
越
町
）

か  

と
う 

の
ぶ 

ゆ
き

み  

や
け 

あ
き 

ひ
こ

や
ま   

だ   

ゆ
う  

じ 

や
ま   

だ   

あ
き  

こ

ま     

の   

は
つ  

え

わ
か 

や
ま 

と
し   

お

の
行
動
に
つ
い
て
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
議
員
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
災
害
時
の
対
応

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
構

成
か
ら
な
り
、
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
の
初
動
体
制

に
つ
い
て
の
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
議
会
活
性
化
協
議
会

座
長
　
　
　
佐
藤
信
男

副
座
長
　
　
石
崎
誠
子

委
員
　
　
　
杉
村
義
仁

　
　
　
　
　
近
藤
　
武

　
　
　
　
　
大
宮
𠮷
満

　
　
　
　
　
髙
松
幸
雄

　
　
　
　
　
河
合
克
平

　
　
　
　
　
馬
渕
紀
明

災
害
時
に
お
け
る
議
員
の

　行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
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